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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

以上本論文は、肝不全ラットモデルと血液体外循環システムからなる再細胞化肝臓の ex vivo 性能

評価系を構築し、肝不全に対するその有効性を示すとともに、再細胞化肝臓の性能向上に必要な臓

器培養システムを開発したものであり、物質プロセス工学上寄与するところが大きい。よって本論

文は博士（工学）の学位論文に値すると認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


